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目的 再発性の基底細胞癌、有棘細胞癌に対する放射線療法の有効性を検証する 
研究デザイン 後ろ向きコホート研究 
セッティング イタリアの 1 大学病院 
対象者 再発性の基底細胞癌 226 病巣と有棘細胞癌 23 病巣（229 例）（放射線治療歴が

あるものは除外） 
対象者情報（国籍） 1.日本人 2.日本人以外 3.国籍区別せず （ 3 ） 
対象者情報（性別） 1.男性 2.女性 3.男女区別せず （ 3 ） 

対象者情報（年齢） 

1.乳幼児 2.小児 3.青年 4.中高年 5.老人 6.乳幼児・小児 
7.乳幼児・小児・青年 8.乳幼児・小児・青年・中高年 
9.乳幼児・小児・青年・中高年・老人 10.小児・青年 
11.小児・青年・中高年 12.小児・青年・中高年・老人  
13.青年・中高年 14.青年・中高年・老人 15.中高年・老人  
16.乳幼児・青年 17.乳幼児・中高年 18.乳幼児・老人 
19.小児・中高年 20.小児・老人 21.青年・老人  
22.年齢区別せず （ 14 ） 

介入（要因曝露） 45～70Gy の放射線療法（境界不明瞭な病変には 1cm 広めに照射範囲を設定。

境界明瞭、もしくは眼瞼等の特殊部位には 5mm。） 
ｴﾝﾄﾞﾎﾟｲﾝﾄ（ｱｳﾄｶﾑ） エンドポイント 区分 

1 局所制御率 1.主要 2.副次 3.その他（ 1 ）

2 再々発率 1.主要 2.副次 3.その他（ 1 ）

3 整容効果 1.主要 2.副次 3.その他（ 2 ）

主な結果 

照射後 5 年の時点での局所制御率は 83.62%。平均観察期間 41.663 ヵ月（1～
287 ヵ月）の中で再々発は 20 病巣（8.03%）にみられ、いずれも基底細胞癌で

あった。整容効果は“good”が 126 病巣（完全消退に至った病巣の内の 58.06％）

であった。 

結論 
放射線療法は安全で、Mohs 法を行った後の再発例に最も有効。種々の理由で

積極的な手術が受けられない患者には第一選択となるべき治療である。 

一次研究の

8 項目 

備考 
再発した基底細胞癌 20 病巣の部位は頭部・顔面が 19 を占めた。15 例が辺縁

から、5 例は中央下床からの再々発。 
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エビデンスのレベル分類（ＩＶ） 
基底細胞癌に限っていえば再々発率は 8.85%（20/226）となっているが、フォ

ロー期間に幅が大きく、再々発までの期間も明記されていないためにアウトカ

ムの詳細に関してややデータの精度を欠いている。 
また、再発に至った前治療の内容は外科療法が 106 例と半数以下であり、凍結

療法、電気外科療法、レーザー、5-FU 外用が多くを占める。本邦では基底細

胞癌の初期治療として 100％近く外科療法が行われているため、本研究の内容

を本邦に適用するにあたっては、それら背景因子の相違を考慮すべきであろ

う。 
 




